
（JlCA食と農の協働プラットフォーム（JiPFA）
第１回インドネシア・ミャンマー合同分科会）



対インドネシア ＯＤＡの基本方針（大目標）

発展と国際的課題への対応能力向上への支援

均衡ある発展を通じた安全で公正な社会の実
現に向けた支援

アジア地域及び国際社会の課題への対応能力
向上に向けた支援

発展と国際的課題への対応能力向上への支援

中

目

標
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インドネシアで実施中の農業関連事業

技術協力 民間連携事業

全65案件中9案件が農業/水産関連
※ 2019年7月1日時点の案件数に基づく

※2017～2019年度以降に実施の中小企業
支援案件および草の根事業のみを抽出

※案件数に
基づく統計

農業分野の案件が第2位！

※案件数に
基づく統計

3



官民協力による農産物流通システム改善プロジェクト（フェーズⅠ）

～2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～

農業保険実施能力向上プロジェクト

官民協力による農産物流通システム
改善プロジェクト（フェーズⅡ）

（SATREPS）食糧安全保障を目指した気候変動適応策としての農業保険における損害評価手法の構築と社会実装

（SATREPS）熱帯荒廃草原の植生回復を通じたバイオネスエネルギーとマテリアル生産プロジェクト

中期国家計画（2016～2019） 中期国家計画（2020～2024）

完熟堆肥による土壌改善と科学的分析に基づく高品質野菜の生産・販売体制構築に
係る案件化調査(中小企業支援型)

アチェ州漁業コミュニティにお
ける可搬型ソーラー冷却システ
ムの活用にかかる基礎調査

（中小企業支援型）

遠隔作業支援サービス普及促進事業（中小企業支援型）

高付加価値いちごの無病苗開発を通じた
産地再興普及・実証・ビジネス化事業（中小企業支援型）

JA×ODA×技能実習生 （パイロットプロジェクト）

食料安全保障のための灌漑開発・管理長期戦略策定プロジェクト

安全・安心品質でのカカオ加工技術を活かしたつくば市・ボアレモ県の
食農産業の共同振興事業（草の根）

タコ漁に従事する沿岸漁業従事者の収入向上のためのフードバリューチェーンモデルの構築
（草の根）

越知町の知見を活かした中アチェ県の柑橘資源6次産業化プロジェクト（草の根）

道の駅の知見を活用したアグロツーリズム推進による農業振興と防災環境の向上（草の根）

インドネシア国バリ州農業技術協力事業
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技術プロジェクト紹介①

インドネシアでは、近年の経済成長に伴い、食品に安全や鮮度
を求める消費者の食品嗜好の変化や食の多様化の進行を背
景に、食品市場の規模は拡大傾向にある。本事業は、首都ジャ
カルタへの園芸作物の供給地である西ジャワ州の近隣４県・２
市を対象として、農家の所得向上につながる高品質で安全な
園芸作物の生産流通システムの近代化を目指す。

官民協力による農産物流通システム改善プロジェクト（フェーズⅠ）

日・ASEAN食料農業
親善大使である
JKT48元メンバーの
Melodyさんとコラボ

プロジェクトで栽培された
野菜は、AEONや日系レ
ストラン等へも取引中

日本野菜は日系スー
パーのPapaya で販
売、大人気！

安全・安心な野菜の栽培方法を指導Calbee Wing社

の加工用ジャガ
イモを契約栽
培！

ユニチカやアサヒHD社と農業用資材の試行を
行いながら、日本の最新技術を活用

小規模農家向け
金融ローンの申請
支援も実施中！ 5



技術プロジェクト紹介②

インドネシアでは、コメの自給自足達成
は大きな政策課題となっているが、土地
改良や品種改良により、1984年および
2007年にコメの自給自足を達成したも

のの、現状は他国から輸入している。現
政権は、コメを含む食糧を輸入に頼らな
い「食糧主権」を掲げ、コメを含む食糧
増産とともに、地域間格差の是正の為、
農民等の所得向上に資する灌漑等の
整備を政権公約としている。よって本調
査で食料安全保障のための灌漑開発・
管理長期戦略を策定し、これらの開発
計画に資することを目指す。

食料安全保障のための灌漑開発・管理長期戦略策定プロジェクト

日本の土地改良区とインドネシアの水利管理組合との相互技術交流セミナー（計3回実施）

2044年時点での人口増加の

傾向とコメの需要を予測した
上で、自給率100％を目指す

ために必要な灌漑面積（新
規・リハビリ・近代化）を算定
し、候補地を選定

調査結果はインド
ネシアの中期国家
計画に反映！
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技術プロジェクト紹介③

インドネシアでは大規模な森林開発の
結果、熱帯林伐採跡地に1000万ヘク

タールにのぼるアランアラン（熱帯雨林
の伐採後に生える植物）の草原が発生
しており、同地の効果的な活用方法の
開発が必要とされている。本事業では、
アランアランをソルガムに転換し、ソル
ガムから木質ペレットへ加工するという
バイオマス生産農地へ基盤技術を開発
し、インドネシアにおけるバイオマスエネ
ルギーの提供に貢献するものである。

（SATREPS）熱帯荒廃草原の植生回復を通じたバイオネスエネルギーと
マテリアル生産プロジェクト

ソルガムを木質ペレットや木質ボードに再利用！

京都大学生存圏研究所
とインドネシア科学院と
の共同研究

長期研修員が京
都大学で修士号
取得

本邦での
短期研修
も実施！
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民間連携事業 紹介

提案企業：株式会社銀嶺食品
提案企業所在地：福島県福島市
サイト ・ C/P機関 ：東ジャワ州バトゥ市、ジャカルタ
•本調査により検討されたバトゥ市の農産物のブラン

ディングスキーム、統合的品質管理を活用し、バトゥ
市の農産物の統合的な品質管理体制の構築の
ODA案件を計画する。

• バトゥ市がモデルとなり、インドネシアにおいて今後

高まる安全・安心な農産物へのニーズに対して応え
られる国内の各産地の農産物のサプライチェーン
の統合的な品質管理の普及が期待される。

バトゥ市青果物のサプライチェーン再構築と福島との共同ブランディング事業（案件化調査）

高付加価値いちごの無病苗開発を通じた産地6次化（案件化調査）

提案企業 : 有限会社木之内農園
提案企業所在地：熊本県阿蘇郡
サイト ・ C/P機関 ：西ジャワ州ガルト県・ガルト県
農業局

•無病苗の導入による持続可能な産地開発の

実現を通じて成功モデルを確立し、無病苗の
ニーズ拡大。

•食品加工メーカー等との連携で加工品・観光
農園を始めとする6次産業化により農業を高付
加価値化。
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金融分野

銀行（BNI）と
の協議への同席

営農指導

インゲンの規格外品の選別のため
の基準を作成するとともに、収穫
のためのインゲン測定紙を作成

ほ場巡回（営農助言）
・かん水の頻度助言
・インゲン苗の間引き等

出荷支援（インゲン）

申請を検討
する農家と
の打合わせ

JA×ODAの試験的取り組み

JA邑楽館林（群馬県）の若手職員3名をインドネシアに短期派遣！

包装作業の改善（見栄え向上）

クロダニンジンの販売促進活動

小規模農家向け政府金融ローン
の申請手続きの支援

2019年7月14日から8月8日まで、
「官民協力による農産物流通シス
テム改善プロジェクト」に派遣。
現地調査及び事業支援活動を実施。

AEONモールでの販売促進活動 9



技能実習生

農業省
農業普及人材開発庁
農業訓練センター

JITCO

インドネシア国政府

インドネシア

受入

農業生産法人

受入

農家

日 本

（実習実施者）

⑪

技

能

実

習

開

始

⑫

指

導

・

支

援

地
方
入
国
管
理
局

③
応
募
・
選
考
・
決
定

⑥実習（団体・実習計画）

⑦団体許可・実習計画認定

②
技
能
実
習
生

受
入
申
し
込
み

（⑤実習計画作成、申請）

⑧申請

⑨入国許可

群馬県

技術協力

プロジェクト

JITCO

(国際研修協力
機構)

OTIT

(外国人技能
実習機構)

受け入れ機関

④雇用契約

① 契約

⑩ 入国西ジャワ州

インドネシアから群馬県への技能実習生派遣の流れ（例）

技能実習生×ODAの取り組み

覚 書 締 結
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インドネシアにおける農業分野の協力の方向性

〔インドネシア農業省2020-2024主要プログラム〕

• １ 農業人材開発

• ２ 土地利用の最適化（沼地、畑地）

• ３ 灌漑のリハビリ等を通じた水供給

• ４ 農業機械の開発・導入

• ５ 農業金融（農業保険、銀行）

• ６ 食料作物（コメ、トウモロコシ、大豆、豆類、イモ類、穀物）の増産

• ７ 園芸作物（野菜、薬用作物、果実、花）の競争力強化

• ８ 生産性及び競争力の向上（コーヒー、カカオ、ココヤシ、カシューナッツ）

• ９ 畜産・家禽の頭数、生産性及び遺伝的形資の向上

• 10 技術革新の適用の加速及び、研究開発由来種子の増殖

• 11 家族農業、学校庭園、主要食物の価格管理及び食の多様化による食料困
窮地域の緩和

• 12 検疫サービスの強化及び輸出促進

農業の脆弱
性緩和

農業保険制度の
更なる普及

小規模農家向け
金融アクセス改善

農家の能力
強化

栽培技術の向上に
よる農産物の高付

加価値化

農家の組織化・産地
形成による交渉能
力・販売力の向上

農産物の競
争力強化

農業機械化によ
る生産性の向上

コールドチェーン
の整備などによる

FVC改善

国際市場におけるインドネシア産農産物の競争力強化

農家の所得向上による格差是正
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